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PRESS RELEASE

令和6年（2024年）11月7日 

「「もののあはれ」の世界へようこそ！2 

もっと知りたい『源氏物語』」を開講します 
～エクステンションぷらす2024winter～ 

【本件のポイント】 

● エクステンションサービス推進本部が主催する、社会人を対象としたセミナー

です。今回は、鶴岡工業高等専門学校講師 森木三穂氏を講師として、『源氏物

語』についての講座を開催します。

● 全3回のオンデマンド講座では、古典文学『源氏物語』を通して、わかりやすく

当時の文化・風習、人の心の普遍性などを学びます。 

● 12月7日（土）には、エクステンションぷらすスピンオフ企画として、山形大学

小白川キャンパスにて「『源氏物語』とお香」と題した練香づくりのワークシ

ョップを行います。

【概要】 

NHK 大河ドラマ「光る君へ」の影響も相まって、『源氏物語』を読んでみたい！という方も多くいらっしゃるので

はないでしょうか。ただ、『源氏物語』は長編作品のため、自分で読むにはなかなかハードルが高いのも事実…。本

講座はそのような方を対象に『源氏物語』の名場面をわかりやすい表現と絵画などの視覚的資料を用いながら解説

する講座です。前回の講座を受講された方はもちろん、今回から初めて受講される方も大歓迎！ 

今回は光源氏の青春時代と流離・復権を描く巻を取り上げます。また、光源氏を取り巻く女性たちにも注目します。 

【講座の構成】※詳細はチラシおよびホームページでご確認ください。 

［オンデマンド講座］ ＊全回見逃し配信あり 

＜第1回＞「『源氏物語』入門（あらすじ・紫式部の生涯）」    2024年12月 3日（火）配信予定 

＜第2回＞「『源氏物語』を読む／「箒木巻」「空蝉巻」「夕顔巻」 2024年12月 3日（火）配信予定 

＜第3回＞「『源氏物語』を読む／「花宴巻」「須磨巻」「明石巻」 2024年12月10日（火）配信予定 

【講師】森木三穂氏（鶴岡工業高等専門学校 創造工学科・講師） 専門：国文学 

【受講いただきたい対象】 

・日本の古典文学に関心がある方

・『源氏物語』に関心がある方

【講座の概要】 

◇オンデマンド講座（全3回）

［日時・期間］第1回は12月 3日（火）、第2回は12月3日（火）、第3回は12月10日（火）にオンデマンド

配信を行います。＊見逃し配信あり 



配布先：学長定例記者会見参加報道機関 

 

 

［受講料］ 5,000円（オンデマンド講座 全3回分） 

        ＊お支払い方法は、オンライン決済になります。クレジットカー

ド、コンビニエンスストア、ペイジー、一部ネットバンキングで

のお支払いがご利用いただけます。 

［対象］ 一般（高校生以上） 

 

【お申し込み方法】 https://yex.kj.yamagata-u.ac.jp/genji2.html 

  申し込み締め切り：11月26日（火） 

 

 

スピンオフ企画  

「『源氏物語』とお香 ～練香づくりワークショップ」 
 

上記オンデマンド講座に関連して、香りについての講義と実際に自分で練香を

つくるワークショップを開催します。 

 

 

［日時］   2024年12月7日（土）13時30分～15時30分 

［会場］   山形大学小白川キャンパス 人文社会科学部棟1号館101教室 

［講師］   森木三穂氏 

  ［受講料］ 8,000円 

［対象］   一般（高校生以上） 

［定員］   20名（先着順） 

［詳細・申込］ https://yex.kj.yamagata-u.ac.jp/okou-ws.html 

  申し込み締め切り：12月2日（月） 

 

 

【主催】 山形大学エクステンションサービス推進本部                                  

 

  

 

 

お問い合わせ 

エクステンションサービス推進本部（石黒・大木）     

TEL：023-628-4779 メール：yu-extension@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

 

オンデマンド講座 

お申し込み 
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「 源氏物語絵色紙帖」 梅枝

出典： 国立文化財機構所蔵品統合検索システム

http s://bunka.n ii.ac.jp /heritag es/detail/589419
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ワークショップ 

お申し込み 

https://yex.kj.yamagata-u.ac.jp/okou-ws.html


同時開催

『源氏物語』とお香 練香づくりワークショップ

エクステンションぷらす  スピンオフ企画 　詳細は、
　裏面を
ご覧ください
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ベ
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受講生
募集中!!

下記のURLもしくは右記QRコードから、パソコンやスマー
トフォンで申込受付ページにアクセスをしてください。受
講料の支払い方法や、受講方法などをご確認の後、
専用フォームに必要事項をご記入の上、送信してください。

『源氏物語』に出会ったのは小学生のころ。学習漫画「紫式部」を読み、そ
の世界に魅了された。高校生になり、様々な古典文学と出会った中で心惹か
れたのは『和泉式部日記』。平安時代の王朝文学がツボらしい。「京都で古典
文学を学びたい！」と大学進学を機に上洛し、古典文学の世界に浸る。現在
は古典教育と古典文学のアダプテーション研究に取り組んでいる。

　NHK大河ドラマ「光る君へ」の影響も相まって、『源氏物語』を読んでみたい! という
方も多くいらっしゃるのではないでしょうか。ただ、『源氏物語』は長編作品のため、自分
で読むにはなかなかハードルが高いのも事実・・・。本講座はそのような方を対象に
『源氏物語』の名場面をわかりやすい表現と絵画などの視覚的資料を用いながら解説
する講座です。前回の講座を受講された方はもちろん、今回から初めて受講される方
も大歓迎！  
　今回は光源氏の青春時代と流離・復権を描く巻を取り上げます。また、光源氏を取り
巻く女性たちにも注目します。
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「もののあはれ」の
世界へようこそ！  2

古典文学の世界から現代文化を考えてみませんか？

【各講座内容】
〈 第1回 〉『源氏物語』入門（あらすじ・紫式部の生涯）
〈 第2回 〉『源氏物語』を読む／「帚木巻」「空蝉巻」「夕顔巻」
〈 第3回 〉『源氏物語』を読む／「花宴巻」「須磨巻」「明石巻」

〈 第1回 〉 12月3日（火）   配信予定
【開講日時】

【受講料金】 5,000円（全3回分）

もっと知りたい『源氏物語』

❶ 『源氏物語』の入門編としてわかりやすく解説します。
❷ 当時の文化・風習などを古典文学を通して学べます。
❸ 人の心の普遍性、価値観の変容、多様性の理解に役立ちます。

ここが
ポイント

講師／森木三穂氏
             （鶴岡工業高等専門学校　創造工学科・講師
               専門 国文学）

山形大学
エクステンションサービス推進本部

TEL. 023 - 628 - 4779
yu-extension@jm.kj.yamagata-u.ac.jp
https://yex.kj.yamagata-u.ac.jp

〈 第2回 〉 12月3日（火）   配信予定 
〈 第3回 〉 12月10日（火） 配信予定

※オンデマンド型配信（見逃し配信あり）

申し込み締め切り ： 11月26日（火）
お申し込みはこちらから

上記、オンデマンド講座に関連して、香りについての講義と実際に自分で練香をつくるワークショップを開催します。

日時　2024年12月7日（土）　13：30 ～ 15:30
会場　山形大学小白川キャンパス 人文社会科学部棟1号館101教室

講師　森木三穂氏
定員　２０名　　　参加費　8,000円　　（ お香セットつき ）
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